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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年3月6日(2014.3.6)

【公開番号】特開2012-150245(P2012-150245A)
【公開日】平成24年8月9日(2012.8.9)
【年通号数】公開・登録公報2012-031
【出願番号】特願2011-8370(P2011-8370)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  17/08     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  17/08    　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ  21/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年1月15日(2014.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体からの光束を集光して該物体の中間像を形成する第１結像光学系と、該中間像を像
面に結像する第２結像光学系と、を有する反射屈折光学系であって、
　前記第１結像光学系は、光軸周辺に設けられた光透過部と物体側の面に設けられた反射
部とを含む第１の光学素子と、光軸周辺に設けられた光透過部と像側の面に設けられた反
射部とを含む第２の光学素子と、前記第１の光学素子と前記第２の光学素子との間の光路
中に配置された負レンズと、を有し、
　前記物体からの光束は、前記第１の光学素子の光透過部、前記負レンズ、前記第２の光
学素子の反射部、前記負レンズ、前記第１の光学素子の反射部、前記負レンズ、前記第２
の光学素子の光透過部、を順に介した後に前記第２結像光学系側に出射しており、
　前記負レンズの材料のアッベ数は前記第２の光学素子の材料のアッベ数よりも大きいこ
とを特徴とする反射屈折光学系。
【請求項２】
　前記負レンズの材料のアッベ数をνｎ、前記第２の光学素子の材料のアッベ数をν２、
とするとき、
　０．５＜ν２／νｎ＜１．０
なる条件を満たすことを特徴とする請求項１に記載の反射屈折光学系。
【請求項３】
　前記負レンズのパワーをφｎ、前記第１結像光学系のパワーをφ１、とするとき、
　０．１０＜｜φｎ／φ１｜＜０．３０
なる条件を満たすことを特徴とする請求項１又は２に記載の反射屈折光学系。
【請求項４】
　前記第１の光学素子は物体側の面が凸面のメニスカス形状であり、前記負レンズは物体
側の面が凹面のメニスカス形状であり、前記第２の光学素子は像面側の面が凸面のメニス
カス形状であり、前記第１及び第２の光学素子の記透過部は正の屈折力を有することを特
徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の反射屈折光学系。
【請求項５】
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　前記第１の光学素子の物体側及び像面側の面の曲率半径を各々ｒ１及びｒ２とするとき
、
　０．４０＜ｒ１／ｒ２＜１．００
なる条件を満たすことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の反射屈折光学
系。
【請求項６】
　光源手段と、前記光源手段からの光束により前記物体を照明する照明光学系と、前記物
体の像を形成する請求項１乃至５のいずれか１項に記載の反射屈折光学系と、該反射屈折
光学系により形成された前記物体の像を光電変換する撮像素子と、該撮像素子からのデー
タより画像情報を生成する画像処理系と、を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項７】
　前記物体における視野領域がφ３ｍｍ以上であることを特徴とする請求項６に記載の撮
像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の反射屈折光学系は、物体からの光束を集光して該物体の中間像を形成する第１
結像光学系と、該中間像を像面に結像する第２結像光学系と、を有する反射屈折光学系で
あって、
　前記第１結像光学系は、光軸周辺に設けられた光透過部と物体側の面に設けられた反射
部とを含む第１の光学素子と、光軸周辺に設けられた光透過部と像側の面に設けられた反
射部とを含む第２の光学素子と、前記第１の光学素子と前記第２の光学素子との間の光路
中に配置された負レンズと、を有し、
　前記物体からの光束は、前記第１の光学素子の光透過部、前記負レンズ、前記第２の光
学素子の反射部、前記負レンズ、前記第１の光学素子の反射部、前記負レンズ、前記第２
の光学素子の光透過部、を順に介した後に前記第２結像光学系側に出射しており、
　前記負レンズの材料のアッベ数は前記第２の光学素子の材料のアッベ数よりも大きいこ
とを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の反射屈折光学系１０４は、物体１０３からの光束を集光して物体の中間像ＩＭ
を形成する第１結像光学系Ｇ１と、中間像ＩＭを像面１０５に結像する第２結像光学系Ｇ
２を有する。本発明の撮像装置１０００は、光源手段１０１と、光源手段１０１からの光
束で物体１０３の像を照明する照明光学系１０２と、物体１０３を結像する反射屈折光学
系１０４を有している。更に撮像装置１０００は反射屈折光学系１０４によって結像され
た物体の像を光電変換する撮像素子１０５と、撮像素子１０５からのデータより画像情報
を生成する画像処理系１０６と画像処理系１０６で生成した画像データを表示する表示手
段１０７とを有する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１４】
　本発明の反射屈折光学系１０４を構成する第１結像光学系Ｇ１は、光軸周辺に設けられ
た光透過部、物体側の面に設けられた反射部を含む第１の光学素子Ｍ１を有する。更に光
軸周辺に設けられた光透過部、像側の面に反射部を含む第２の光学素子Ｍ２とを有する。
更に反射屈折光学系１０４は第１の光学素子Ｍ１と第２の光学素子Ｍ２との間の光路中に
負レンズＬ１とを有する。この負レンズＬ１の材料のアッベ数は、第２の光学素子Ｍ２の
材料のアッベ数よりも大きい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　第１結像光学系Ｇ１は、物体側から順に第１の光学素子（マンジャンミラー）Ｍ１、負
レンズL１、第２の光学素子（マンジャンミラー）Ｍ２を有している。第１の光学素子Ｍ
１は同心形状又は略同心形状のメニスカス形状より成っている。負レンズＬ１の材料のア
ッベ数は第２の光学素子Ｍ２の材料のアッベ数よりも大きい。第２結像光学系Ｇ２は、物
体側から順にレンズ群Ｇ２１、遮光部ＯＢＳ、レンズ群Ｇ２２を有している。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　図２に示す反射屈折光学系１０４Ａでは、照明光学系１０２からの光束で照明され、試
料１０３から出射した光束は第１の光学素子Ｍ１の中央透過部（透過部）Ｍ１Ｔを通過す
る。その後、負レンズＬ１を通過し、発散され第２の光学素子Ｍ２の屈折面Ｍ２ａに入射
する。その後裏面反射部（反射部）Ｍ２ｂで反射し集光されて、屈折面Ｍ２ａ、負レンズ
Ｌ１を通過して第１の光学素子Ｍ１の屈折面Ｍ１ｂに入射する。その後、第１の光学素子
Ｍ１の裏面反射部（反射部）Ｍ１ａで反射する。そして屈折面Ｍ１ｂ、負レンズＬ１を通
過し、第２の光学素子Ｍ２の中央透過部（透過部）Ｍ２Ｔを通過し、第２結像光学系側Ｇ
２へ出射する。その後フィールドレンズ群ＦＬの近傍に試料１０３の中間像ＩＭを形成す
る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　第１の光学素子Ｍ１の形状がほぼ同心形状とは、次のことをいう。第１の光学素子Ｍ１
の物体側及び像面側の面の曲率半径を各々ｒ１及びｒ２とするとき、
　０．４０＜ｒ１／ｒ２＜１．００ ・・・（３）
を満足することである。
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